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差別化目的のJASに対応する新マーク
浮 差別化目的のJASマークは、有機JASマーク以外に低認知のマークが３種類。しかし、今後、差別化目的のJASの
制定・活用の増大が見込まれる中、マークの訴求力の分散を防ぎつつ、マークの認知を高めることが不可欠。

浮 このため、差別化目的のJAS認証の内外における訴求力を高めるため、新たなイメージのマークを制定し、既存の
3種類のマークを新マークに統合するとともに、その認証内容を端的に示す標語をマークに付与。

浮 マークの認知を高めるため、一般からの投票など内外の関心を高める方法により実施し、マークが決定。
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～８月 新マーク候補の決定・商標登録申請

9/3～9/30 一般投票実施
10月～ 新マーク決定・公表。イベントなどの機会により周知
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